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運用報告書（全体版） 

三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ グローバル・ 
インフラ債券ファンド 

＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型） 
 

愛称：世界のいしずえ 

 
 

第３期（決算日：2020年５月11日） 
 

 

 
信託期間を従来の2022年５月10日から2032年５月10日へ延長しました。 

 
受益者のみなさまへ 

 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ グローバ

ル・インフラ債券ファンド＜為替ヘッジあり＞（年１

回決算型）」は、去る５月11日に第３期の決算を行いま

した。ここに謹んで運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／内外／債券 

信託期間 
2032年５月10日［当初、2022年５月10日］まで
（2018年１月22日設定） 

運用方針 

ＡＭＰ グローバル・インフラ債券マザーファ
ンド受益証券への投資を通じて、主として世
界のインフラ関連企業が発行する米ドル建て
債券に投資を行います。なお、インフラ関連
企業とは、公益、通信、エネルギーおよび運輸
等の日常生活に必要不可欠なサービスを提供
する企業をいいます。 
マザーファンド受益証券の組入比率は高位を
維持することを基本とします。 
実質組入外貨建資産については、原則として
為替ヘッジを行い為替変動リスクの低減をは
かります。 
マザーファンドの債券等の運用にあたっては、
ＡＭＰキャピタル・インベスターズ・リミテッ
ドに運用指図に関する権限を委託します。 

主要運用対象 

ベ ビ ー
ファンド 

ＡＭＰ グローバル・インフラ債
券マザーファンド受益証券を主
要投資対象とします。 

マ ザ ー
ファンド 

世界のインフラ関連企業が発行
する米ドル建て債券を主要投資
対象とします。 

主な組入制限 

ベ ビ ー
ファンド 

外貨建資産への実質投資割合に
制限を設けません。 

マ ザ ー
ファンド 

外貨建資産への投資割合に制限
を設けません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して委託会社が決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合には分配を行わない
ことがあります。 
 

  
※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 

 分配金額の決定にあたっては、信託財産の
成長を優先し、原則として分配を抑制する
方針とします。（基準価額水準や市況動向等
により変更する場合があります。） 
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三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ グローバル・インフラ債券ファンド＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

 ファンドマネージャーのコメント
 
当期（過去１年）の運用で主眼においたポイン
トをご説明させていただきます。 
 
■運用のポイント 
当ファンドでは2019年５月中旬に米中貿易問
題の高まりにより景気見通しが著しく不透明に
なったことで金利見通しを中立姿勢に変更した
ことからデュレーション（平均回収期間や金利
感応度）に関するショート・ポジションを解消
しました。その後、新型肺炎の感染拡大等を受
けてリスク資産のボラティリティが高まる環境
下において、当ファンドはデュレーションを概
ね中立としました。引き続きグローバルに起き
ている事象と経済状況を鑑みながら金利市場を
注視していきます。 
 
ＡＭＰ社独自の景気サイクル指標では今後の経
済成長見通しはより悪化するとみており、追加
のクレジットリスクを取ることに対して慎重な
姿勢をとっています。その結果、セクター配分
では、ディフェンシブ性の高い公益セクターの
比率を増加させました。また、個別銘柄選択で
は、通信セクター内の財務が健全化傾向にある
企業等のオーバーウェイトを継続しています。 
 

■運用環境の見通しと今後の運用方針 
新型肺炎の感染拡大等を背景に、短期的に世界
経済は景気後退に陥る可能性は高いとみていま
す。そのような環境下、インフラ債券市況は足
元にかけてボラティリティが高まっており、デ
フォルト率が上昇するリスクについて警戒が必
要だと考えています。一方で、米連邦準備制度
理事会（ＦＲＢ）による追加金融緩和政策はイ
ンフラ債券市況にとってサポート要因になると
みています。銘柄選択については、クオリティ
の高い銘柄を中心に投資を行う方針です。デュ
レーションについては、適宜債券先物を活用し
つつ、状況に応じて機動的に対応します。 

 
ＡＭＰキャピタル・インベスターズ・リミテッド

ヘッド・オブ・クレジット・リサーチ

スティーブン・ハー

上記は、ＡＭＰキャピタル・インベスターズ・リミテッドの資料を基に、三菱ＵＦＪ国際投信が作成したものです。
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三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ グローバル・インフラ債券ファンド＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
合 成 イ ン デ ッ ク ス 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（円ヘッジベース） 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

2018年１月22日 10,000 － － 11,743 － － － 10 

１期(2018年５月10日) 9,585 0 △4.2 11,295 △3.8 96.4 △3.2 31 

２期(2019年５月10日) 9,899 0 3.3 11,815 4.6 95.4 △3.3 120 

３期(2020年５月11日) 10,142 10 2.6 12,321 4.3 97.3 △1.6 842 
 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） 参考指数は、ブルームバーグ・バークレイズ米国社債インデックスの公益、通信、エネルギー、運輸セクターの合成インデックス（円

ヘッジベース）です。 

ブルームバーグ（BLOOMBERG）は、ブルームバーグ・ファイナンス・エル・ピー（Bloomberg Finance L.P.）の商標およびサービスマー

クです。バークレイズ（BARCLAYS）は、ライセンスに基づき使用されているバークレイズ・バンク・ピーエルシー（Barclays Bank Plc）

の商標およびサービスマークです。ブルームバーグ・ファイナンス・エル・ピーおよびその関係会社（以下「ブルームバーグ」と総称

します。）またはブルームバーグのライセンサーは、ブルームバーグ・バークレイズ・インデックス（BLOOMBERG BARCLAYS INDICES）に

対する一切の独占的権利を有しています。合成インデックス（円ヘッジベース）は、ブルームバーグ・バークレイズ米国社債インデッ

クスの公益、通信、エネルギー、運輸セクターの各インデックス（円ヘッジベース）を委託会社が合成したものです。 

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 
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三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ グローバル・インフラ債券ファンド＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
合 成 イ ン デ ッ ク ス 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

 騰 落 率 （円ヘッジベース） 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2019年５月10日 9,899 － 11,815 － 95.4 △3.3 

５月末 9,977 0.8 11,932 1.0 96.6 △3.2 

６月末 10,254 3.6 12,255 3.7 95.2 △3.0 

７月末 10,265 3.7 12,280 3.9 95.7 △3.4 

８月末 10,607 7.2 12,733 7.8 95.4 △3.5 

９月末 10,494 6.0 12,599 6.6 95.9 △4.8 

10月末 10,452 5.6 12,542 6.1 95.6 △4.1 

11月末 10,528 6.4 12,647 7.0 94.8 △3.2 

12月末 10,575 6.8 12,700 7.5 96.0 △3.7 

2020年１月末 10,752 8.6 12,946 9.6 95.4 △3.8 

２月末 10,813 9.2 13,050 10.4 96.4 △3.6 

３月末 9,611 △2.9 11,600 △ 1.8 96.3 △3.2 

４月末 10,303 4.1 12,506 5.8 96.4 △2.1 

(期  末)       

2020年５月11日 10,152 2.6 12,321 4.3 97.3 △1.6 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ グローバル・インフラ債券ファンド＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

 運用経過 
第３期：2019年５月11日～2020年５月11日 

当期中の基準価額等の推移について 
 
基準価額等の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。 

※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。 

第 ３ 期 首 9,899円 
第 ３ 期 末 10,142円 
既払分配金 10円 
騰 落 率 2.6％ 

（分配金再投資ベース） 

 

三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ グローバル・インフラ債券ファンド＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）
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三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ グローバル・インフラ債券ファンド＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

 
 
 
 
 
 
 
基準価額の主な変動要因 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基準価額は期首に比べ2.6％（分配金再投資ベース）の上昇とな
りました。 

基準価額の動き 

・債券利子収入を享受したこと。 
・ＦＲＢの追加金融緩和策等を背景に米国金利が低下したこと
等から、インフラ債券市況が上昇したこと。 

上昇要因 

・信託報酬等のコスト等。 
下落要因 

三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ グローバル・インフラ債券ファンド＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）
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三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ グローバル・インフラ債券ファンド＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

 
投資環境について 

 
債券市況 
インフラ債券市況は上昇しました。 
期首から2019年末にかけては、米中貿易
協議の進展等を背景に投資家心理が改善
し、スプレッド（国債との利回り格差）
が縮小したこと等からインフラ債券市況
は上昇しました。 

その後、新型肺炎の感染拡大等を背景に
スプレッドが拡大したこと等がマイナス
要因となったものの、各国中央銀行の追
加金融緩和策等を背景に米国金利が低下
したこと等がプラス要因となり、期を通
じてみるとインフラ債券市況は上昇しま
した。 

 
 
当該投資信託のポートフォリオについて 

 
三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ グローバル・
インフラ債券ファンド＜為替ヘッジ
あり＞（年１回決算型） 
ＡＭＰ グローバル・インフラ債券マザー
ファンド受益証券への投資を通じて、主
として世界のインフラ関連企業が発行す
る米ドル建て債券を高位に組み入れると
ともに、為替ヘッジを行い為替変動リス
クの低減を図る運用を行いました。 
 

ＡＭＰ グローバル・インフラ債券
マザーファンド 
世界のインフラ関連企業が発行する米ド
ル建て債券を高位に組み入れる運用を行
いました。 
2020年４月末時点において、デュレーシ
ョンについては市場対比概ね中立としま
した。格付別では投資適格の中でも相対
的に利回りが高いＢＢＢ格の組入比率を
市場対比多めとしました。 
セクター別では公益を市場対比多めの配
分としました。 

 

第３期：2019年５月11日～2020年５月11日

三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ グローバル・インフラ債券ファンド＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

― 6 ―

03_コメント-費用-TER_10pt_820748.indd   603_コメント-費用-TER_10pt_820748.indd   6 2020/06/17   10:56:122020/06/17   10:56:12



8 

三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ グローバル・インフラ債券ファンド＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

 
当該投資信託のベンチマークとの差異について 

 
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けてお
りません。右記のグラフは当ファンド（ベビーファン
ド）の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。 
参考指数は合成インデックス（円ヘッジベース）です。
 

 
基準価額と参考指数の対比（騰落率） 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ファンドの騰落率は分配金込みで計算して
います。 
 

 
分配金について 

 
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。 
 
分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み） 
 

項 目  第３期 
2019年５月11日～2020年５月11日 

 当期分配金（対基準価額比率）  10（0.099％） 

  当期の収益  10 

  当期の収益以外  － 

 翌期繰越分配対象額  430 

 
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基

準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。  

三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ グローバル・インフラ債券ファンド＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）
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三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ グローバル・インフラ債券ファンド＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

 今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）
 
三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ グローバル・
インフラ債券ファンド＜為替ヘッジ
あり＞（年１回決算型） 
マザーファンドへの投資を通じて、主と
して世界のインフラ関連企業が発行する
米ドル建て債券を高位に組み入れるとと
もに、為替ヘッジを行い為替変動リスク
の低減を図る運用を行います。 
 
ＡＭＰ グローバル・インフラ債券
マザーファンド 
新型肺炎の感染拡大等を背景に、短期的
に世界経済は景気後退に陥る可能性は高

いとみています。そのような環境下、イ
ンフラ債券市況は足元にかけてボラティ
リティが高まっており、デフォルト率が
上昇するリスクについて警戒が必要だと
考えています。一方で、ＦＲＢによる追
加金融緩和政策はインフラ債券市況にと
ってサポート要因になるとみています。
銘柄選択については、クオリティの高い
銘柄を中心に投資を行う方針です。デュ
レーションについては、適宜債券先物を
活用しつつ、状況に応じて機動的に対応
します。 
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三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ グローバル・インフラ債券ファンド＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

 
１万口当たりの費用明細 

 
項目 

 当期 
項目の概要 

 金額（円）  比率（％）

(ａ)信 託 報 酬  138  1.337 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

 ( 投 信 会 社 )  (76)  (0.735) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
 ( 販 売 会 社 )  (58)  (0.557) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
 ( 受 託 会 社 )  (5)  (0.045) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料  1  0.006 (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料 

 (先物・オプション)  (1)  (0.006)  

(ｃ)そ の 他 費 用  2  0.017 (ｃ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 ( 保 管 費 用 )  (1)  (0.012) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
 ( 監 査 費 用 )  (0)  (0.004) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用 
 ( そ の 他 )  (0)  (0.001) 信託事務の処理等に要するその他諸費用 

合  計  141  1.360  

期中の平均基準価額は、10,350円です。  

 
（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を

含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。 

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。 

（注）売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。 

2019年５月11日～2020年５月11日
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5 

三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ グローバル・インフラ債券ファンド＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

（参考情報） 
■総経費率 
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.35％です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。 
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三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ グローバル・インフラ債券ファンド＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

○売買及び取引の状況 (2019年５月11日～2020年５月11日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＡＭＰ グローバル・インフラ債券マザーファンド 414,078 798,520 37,025 65,380 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2019年５月11日～2020年５月11日) 

 

＜三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ グローバル・インフラ債券ファンド＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替先物取引 6,208 2,807 45.2 6,916 3,023 43.7 

 
 
 

＜ＡＭＰ グローバル・インフラ債券マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 28,132 10,109 35.9 1,944 1,020 52.5 

平均保有割合 1.0%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2020年５月11日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＡＭＰ グローバル・インフラ債券マザーファンド 65,644 442,697 831,562 
 
 
 
  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 

親投資信託残高 
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三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ グローバル・インフラ債券ファンド＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

○投資信託財産の構成 (2020年５月11日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＡＭＰ グローバル・インフラ債券マザーファンド 831,562 98.0 

コール・ローン等、その他 16,750 2.0 

投資信託財産総額 848,312 100.0 
 

（注） ＡＭＰ グローバル・インフラ債券マザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（64,703,627千円）の投資信託財産総額

（65,409,878千円）に対する比率は98.9％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

以下の通りです。 

１アメリカドル＝106.95円    
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三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ グローバル・インフラ債券ファンド＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2020年５月11日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,672,525,076   

 コール・ローン等 7,678,557   

 ＡＭＰ グローバル・インフラ債券マザーファンド(評価額) 831,562,713   

 未収入金 833,283,806   

(B) 負債 830,020,598   

 未払金 824,355,585   

 未払収益分配金 830,671   

 未払信託報酬 4,819,941   

 未払利息 4   

 その他未払費用 14,397   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 842,504,478   

 元本 830,671,250   

 次期繰越損益金 11,833,228   

(D) 受益権総口数 830,671,250口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,142円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 121,769,392円 

期中追加設定元本額 779,198,687円 

期中一部解約元本額 70,296,829円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.0142円です。 

 

○損益の状況 (2019年５月11日～2020年５月11日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 1,830   

 受取利息 62   

 その他収益金 6,268   

 支払利息 △     4,500   

(B) 有価証券売買損益 △17,600,632   

 売買益 62,583,962   

 売買損 △80,184,594   

(C) 信託報酬等 △ 6,549,794   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △24,148,596   

(E) 前期繰越損益金 1,534,144   

(F) 追加信託差損益金 35,278,351   

 (配当等相当額) (  20,628,372)  

 (売買損益相当額) (  14,649,979)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 12,663,899   

(H) 収益分配金 △   830,671   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 11,833,228   

 追加信託差損益金 35,278,351   

 (配当等相当額) (  21,945,564)  

 (売買損益相当額) (  13,332,787)  

 分配準備積立金 13,820,401   

 繰越損益金 △37,265,524   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2019年５月11日～ 
2020年５月11日 

費用控除後の配当等収益額 12,728,959円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 21,945,564円 

分配準備積立金額 1,922,113円 

当ファンドの分配対象収益額 36,596,636円 

１万口当たり収益分配対象額 440円 

１万口当たり分配金額 10円 

収益分配金金額 830,671円 

③「ＡＭＰ グローバル・インフラ債券マザーファンド」の信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要する費用

として、信託財産に属する同親投資信託の信託財産の純資産総額に対し年10,000分の33の率を乗じて得た額を委託者報酬の中から支弁し

ております。 
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三菱ＵＦＪ／ＡＭＰ グローバル・インフラ債券ファンド＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 10円 
 
◆分配金は決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、2020年５月11日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

・2020年１月１日以降の分配時において、外国税控除の適用となった場合には、分配時の税金が上記と異なる場合があります。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

信託期間を従来の2022年５月10日から2032年５月10日へ延長し、信託約款に所要の変更を行いました。 

（2020年２月８日） 
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